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岡山の高校図書館プレゼンツ

でーれー BOOK S とは、岡山の高校図書館による 高校生向けのおすすめ本 コンテストです。

図書館には 多様なジャンルの本があることを知ってもらいたい！という願いから、小説以外の本を選考対象としています。

岡山県高等学校図書館ネットワーク研究委員会が主催して毎年実施しており、今回が第３回目となります。

親しみやすい人が親しみやすい文章で、心に残ることを書

い て く れ て い ま す。普 段 あ ま り 本 を 読 ま な い 生 徒 も 手 に

取って読んでいます。／落ち込んだ時に読みたい。日本語っ

てすごい。／言霊の国の素晴らしさを独自の漢字を使った

授業で伝える。／毎日目にする日本語や漢字に、あっ！と

いう気づきを感じさせてくれる、目からウロコな本。／日

本語や漢字の素晴らしさを感じてほしい。／綺麗ごとばか

り言って…と思いましたが、読み終えると元気になりまし

た。疲れた時の心の処方箋にピッタリです。／日本人に生

まれて良かった！日本語が愛おしくなります。／漢字の不

思議な力に元気と勇気をもらえます。／言葉や漢字がぐっ

と身近になる。漢字に秘められた意味が楽しく分かり、な

るほどと思わせる面白さもある。毎日に、これからの人生

に、覚えておくときっと生きる力になる。

自分たちと同年代で戦争を体験した方々へ、自分たちならどんなメッセージを送るのか、考えながら読んでみて

ほしいです。／太平洋戦争について考えるきっかけに最適だと思います。戦争体験は本当に十人十色で、ちょっ

と知ったくらいで解ったつもりになってはいけないと気付かせてくれます。／今の「普通の暮らし」は 1 0 年後

も「普通」だろうか？戦争は日常の延長線上にある。／現代の若者と先の大戦時代に若者だった人たちを結んだ

戦後 7 0 年にふさわしい一冊。／ 7 0 年前の若者が、現代の若者に、戦争の一端を語ってくれます。歴史的に戦争

のあった事実だけでなく、そこに生きた人の話にぜひ耳を傾けてほしい。／戦後 7 0 年も経つと、身近な人から

戦争の話を聞こうにも聞けなくなってしまう。1 9 4 5 年の証言を伝えてくれる大事な本。／青春時代が戦時中だっ

た。そんな方々の声を聞き、あなたならどんな手紙を返しますか？／終戦当時二十歳前後だった戦争体験者の手

紙に現代の若者が返事を書く形式なので、戦争をどう受け止めたらいいか分からないという人にもチャレンジし

やすいと思います。一口に戦争体験といっても職業や場所によってひとりひとり全然違っていて、歴史用語を学

ぶだけではわかったことにならないんだと実感させられます。気軽に読める本ではないですが、いつか興味を持っ

たときのために、この本のことを覚えていてほしいと思います。／ 1 9 4 5 年に若者だった 1 5 人の人々が、当時

の苦しく辛い記憶を語ります。そして 2 0 1 5 年を生きる若者が、その方々へ手紙を書きます。被害者としてだけ

ではなく、加害者とならなければいけなかった人々の話も、目をそむけずに読んでほしい。

【おすすめコメント】ひとつのものを作り上げていくときに、どれだけの目に見えない心配りがなされて

いるかを、あらためて考えさせてくれる本です。鉄道ファンでなくても楽しめると思います。／自分を確

立するために人生があって、仕事や勉強はそのためのもの。人生を「なんとなく」で過ごさないために、

ぜひ読んでみてほしい一冊。／ 1 つの仕事論・あるいは「ななつ星」秘話として読むのも良いだろう。社

会に出る前に心構えを学ぶのにも、地元の有名人の読み物として読むのにも良い。／岡山出身の水戸岡氏

のデザインや仕事に対する思いが述べられており、新しいものを創りだす力や方法について考えさせられ

ます。／あきらめない心と、細やかで絶え間ない工夫。列車にますます乗ってみたくなるし、仕事に対す

る向き合い方について刺激をもらえる本。／語られているのは仕事への取り組みだが、それはそのまま著

者の生きる哲学である。限りない情熱を持ちつつ、しなやかに生きる姿に憧れる。／辛口の表現もあるが、

利用者のことを第一に考え、妥協を許さず盾突く姿勢に最後はこの人はかっこいいと思ってしまう。／誰

のためにものをつくるのか。そこをブレずに仕事を

する姿勢に頭が下がります。／たくさんのデザイン

を手掛けているベテランの著者でさえ、完成するま

でこんなに苦労があるのだと思いました。その分想

いもあり、まさに「心」が詰まっている一冊です！

／働くとはどういうことか。将来「給料をもらうた

めだけの仕事」なんてしたくない人は、ぜひ読んで

ほしい。／最近では「ななつ星」で有名な水戸岡鋭

治さん。デザイナーの仕事は優雅なものではない。

完成に行き着くまで、色んな闘いがある。私たちは

完成した物しかわかりませんが、経緯や想いに驚か

される。ものづくりのすごさや面白さが書かれてあ

り、読み終わった後は視野が広がるほど、まさに心

が 垣 間 見 ら れ る 一 冊 ! ! 2 0 2 0 年 の 東 京 オ リ ン ピ ッ

ク。こんな素晴らしい方たちの活躍が見たいと個人

的に思った一冊でもありました。／これから日本を

背負っていく若者に読んでおいてほしい一冊。自分

の頭で考えること、人に伝えること、質の高い仕事

をすること。言われたことをそのままこなして満足

する大人にはならないで !

あっ ! 命の授業
ゴルゴ松本 / 廣済堂出版

若者から若者への手紙　1945←2015 落合 由利子 , 室田 元美 ,

 北川 直実 / ころから

　読書が苦手の私が、意外にもこれまで何回か出版の機会をいただきました。その中で、これが最
後と思いきって過激に語りつくした本です。こんなジイサンの横顔をアップにした表紙の本を若い
ひとたちが手にとってくれるのか････ありえないシーンでしょうが、受賞は大変光栄です。
　とにかく勉強ができなくて、絵を描いて生きていくしかないと早々に覚悟を決めていました。鉄
道の仕事を始めたのは意図してではなかったのですが、イラストやデザインの世界の一隅で働きつ
づけられたのは、一片の迷いもなくそこにしがみついていたからです。
　振り返って、自分の本当に好きなこと、本当に好きなひとを見つけることが青春のすべてである
と私は思います。大好きな道をまっすぐに行くかぎり、途中で出あう理不尽や大失敗や疎外感や劣
等感さえも、いつか過ぎ去った車窓の一風景としてなつかしく思い出すことができるからです。
　だから、皆さん、どうか全力で好きな道を見つけてください。　　　　　　　　　　  水戸岡鋭治

鉄道デザインの心　世にないものをつくる闘い 水戸岡 鋭治 / 日経 BP 社

著者からメッセージをいただきました！



ノ ミ ネ ー ト 作 品

教えてくれたのは、植物でした
人生を花やかにするヒント

　　　西畠 清順 / 徳間書店

岡 山 の 方 な の で、 身 近 な 奇 跡 を 知 っ て 命 に つ い

て感じてほしい。 ／愛、 命、 絆を感じられる実話。

な ん で も な い 毎 日 が ど ん な に あ り が た い 日 々 な の

か を 感 じ て ほ し い。 ／ メ デ ィ ア で 頻 繁 に 紹 介 さ れ

て い る よ う だ け ど、 岡 山 県 の こ と だ し、 も し 知 ら

な い 人 が い る な ら 知 ら せ た い ・ ・ ・ と い う わ け で

エ ン ト リ ー。 感 動 す る ノ ン フ ィ ク シ ョ ン は、 本 を 手

に取る動機にもなるし。 読者を限定せず薦められ

る 1 冊になると思う。

シンプルで力強い自然の 「生きる力」 に触れて、

何 だ か 気 持 ち が ス ッ キ リ し た。 ／ 好 き な も の を 追

い か け、 そ こ か ら 学 ぶ 生 き 方 が 魅 力 的 で す。 ／

プ ラ ン ト ハ ン タ ー の 著 者 が 植 物 と 人 間 の 関 わ り か

ら、 日 々 の 暮 ら し や 仕 事 に 役 立 つ ヒ ン ト を 教 え て

く れ る。 ／ 植 物 の プ ロ で あ る 著 者 が 得 た 人 生 の

ヒ ン ト。 め ず ら し い 木 や 花 の 写 真 と と も に 一 節 が

短い文章で読みやすいフォトエッセイです。

家 事 を し な い 人 が 家 事 を す る よ う に な っ て 気 が つ

く こ と が た く さ ん 書 い て あ る。 読 み 物 と し て も 面

白かったし、 男女問わず、 さらに先生方にもおす

すめできる 1 冊。 ／ 1 人暮らしで家事をするの

と は 違 う、 家 族 の た め に 家 事 を や っ て く れ て い る

人のありがたさを少しでも感じてもらえたらいいと

思 い ま す。 「同 じ こ と を 毎 日 繰 り 返 す こ と」 が ど

ん な に す ご い こ と か に 気 づ か さ れ ま し た。 ／ 主 婦

は 楽 だ み た い な こ と を 言 う 人 が い る け ど 決 し て そ

んなことはない。 孤独との闘い的な感じが喜劇で

書かれていて楽しんで読める。 ／ 「家事」 という

仕 事 に つ い て こ ん な に わ か り や す く 書 い た 本 は な

いのではないかなと思います。 男子も女子も読ん

でほしいです。

い つ も の 小 説 よ り も 少 し 力 が 抜 け た 親 し み や す い

文章とページ数なので、 今までぶ厚さにしり込み

し て い た 人 に 特 に お す す め で す。 表 紙 の 絵 が、

著 者 の お 父 様 の 作 品 だ っ た こ と に も び っ く り。 ／

心 の 持 ち 方、 考 え 方 ひ と つ で 世 界 は 変 わ る。 上

橋 さ ん の 目 を 通 し て 描 か れ る 世 界 の、 な ん と 豊

か な こ と か。 ／ 「知 る こ と」 「体 験 す る こ と」 の

楽しさが伝わってきます。 高校生に好奇心という

翼に乗ってこれから未知の世界へ羽ばたいてほし

い。 ／英語が苦手にもかかわらず、 17 歳から海

外 へ と 行 っ て い る 著 者。 そ こ が 楽 し く も あ り、 今

の あ の 壮 大 な フ ァ ン タ ジ ー が 書 け る の だ と 感 じ た

一 冊！現 役 高 校 生 に 是 非 読 ん で も ら い た い で す。

／ 若 い 時 の 敏 感 な 感 受 性 は 大 人 に な っ て か ら の

財 産 だ と 思 う。 ／ ず っ と 昔 か ら 人 と な り を 知 っ て

いたように思うほど、 著者の体験と作品との繋が

り を 感 じ ま し た。 身 近 な 出 来 事 に 対 し て も 豊 か な

感性を持ち続けたいと思わされます。

10代からの情報キャッチボール入門
使えるメディア・リテラシー

下村 健一 / 岩波書店

ヘンな論文
サンキュータツオ
 / KADOKAWA/ 角川学芸出版

お客さまはぬいぐるみ　夢を届けるウナギトラベル物語
東園絵 , 斉藤真紀子

 / 飛鳥新社
明日は、
　　いずこの
　　　　空の下
上橋 菜穂子 / 講談社

主夫になってはじめてわかった主婦のこと
中村 シュフ / 猿江商會

8 年越しの花嫁　キミの目が覚めたなら

中原 尚志 ・ 麻衣 / 主婦の友社

今 の 時 代 に と て も 必 要 な 知 識 が 詰 ま っ た 本。 ／

こ の 本 を 読 む と、 ネ ッ ト 利 用 の 際 の 留 意 点 に つ い

て、 知 っ てい る よう で 実 は 認 識 不 足 だ っ たと 痛 感

す る。 高 校 生 に も ぜ ひ 薦 め た い。 ／ 情 報 を 発 信

したり、 受け取ったり、 が簡単にできるようになっ

た 現 代。 情 報 の 一 部 分 か ら 何 が 見 え る の か、 そ

し て そ れ だ け を 情 報 の す べ て と し て 鵜 呑 み に し て

しまわないために…。 上手な情報キャッチボーラー

を目指そう！／もしかしたら勉強や部活の時間より

も メ デ ィ ア に 接 し て い る 時 間 の 方 が 長 い か も し れ

な い の に、 「情 報」 と の 付 き 合 い 方 は 誰 も 教 え て

く れ な い。 著 者 が 自 分 の 身 に 起 き た 事 や 実 際 に

あ っ た 事 件 を 例 に メ デ ィ ア と の 付 き 合 い 方 を 噛 み

砕 い て じ っ く り 説 明 し て く れ て い ま す。 手 軽 に 情

報 を や り 取 り で き る 時 代 だ か ら こ そ、 読 ん で お い

て 損 は な い 本。 ／ イ ン タ ー ネ ッ ト を 使 う 前 に、 ぜ

ひ読んでおいてもらいたい。 ／私達は情報を受け取る側だけでなく、 発信する側

に簡単にそして日常的になりうる。 そのメリットとリスク、 情報の見方と受け取り

方を具体例を挙げて分かりやすく説明してくれる。

ぬ い ぐ る み に 旅 を し て も ら う と い う 発 想 を 実 際 の

事業に したことに まず驚かされます。 読み 進めて

い く と、 今 度 は だ ん だ ん と あ た た か い 気 持 ち に な

れ ま す。 ／ さ さ や か だ け ど、 笑 顔 に な れ る 素 敵

な 旅 行 会 社。 私 も ぜ ひ 参 加 し た い で す。 ／ 小 さ

き、 弱 き 人 と と も に 生 き て い く た め に 自 分 に 何 が

できるのかを考えさせられる。 ／こんな面白い会

社 が あ る ん だ！そ の ぬ い ぐ る み の 旅 行 記 を 楽 し む

の も よ し。 発 想 の 転 換 で、 こ ん な 仕 事 が 生 み 出

せ る ん だ と 感 心 す る も よ し。 ／ ぬ い ぐ る み を 旅 に

連 れ て 行 く こ と で、 誰 か を 少 し だ け 元 気 に す る。

こ う い う 仕 事、 素 敵 だ と 思 い ま す。 ／ ぬ い ぐ る み

の姿がいつの間にか自分の姿と重なり、 勇気をも

た ら せ て く れ ま し た。 ／ 10 代 の 皆 さ ん な ら 「馬

鹿 ら し い」 と 思 う か も し れ ま せ ん。 で も 世 の 中 に

は様々な事情で旅行に行けない人がいて、 会ったことのないその人たちに喜んで

も ら え る 旅 を 企 画 す る と な れ ば こ ん な に 大 変 な 仕 事 は な い と 思 い ま す。 ／ ぬ い ぐ

るみの旅行を通して、 依頼者の心持ちが前向きに変わっていく。 こんな会社もあ

るんだと、 視野を広げて欲しい。

本 当 に い ろ ん な こ と が 研 究 対 象 に な る ん だ な あ と

思 う。 本 文 の 中 に も、 研 究 の ヒ ン ト が い っ ぱ い。

進 学 校 の 生 徒 に は 良 い 課 題 研 究 の 材 料 に も な る

し、 学 問 っ て こ う い う こ と だ よ っ て 感 じ も す る し。

／ ヘ ン な 論 文 を 紹 介 し た 面 白 い 本 で あ る と 同 時

に、 与えられてする勉強ではなく自分の興味のま

ま研究することの喜びや、 安易なコピペは成果の

横 取 り で あ り、 時 に 他 人 を と て も 傷 つ け る と い う

こ と も 教 え て く れ ま す。 ／ 何 か の 役 に 立 つ と か、

立 た な い と か、 そ ん な 物 差 し は ど こ か に 行 っ て し

ま っ て、 「学 問 っ て、 研 究 っ て、 面 白 い！」 と 感 じ

させてくれる本でした。 ／ヘンな論文を紹介した

面 白 い 本 で あ る と 同 時 に、 与 え ら れ て す る 勉 強

で は な く 自 分 の 興 味 の ま ま 研 究 す る こ と の 喜 び

や、 安易なコピペは成果の横取りであり、 時に他

人 を と て も 傷 つ け る と い う こ と も 教 え て く れ ま す。

／課題研究でチャレンジしてみたらおもしろいかも？／身近な (? ) 内容なので論

文 に 対 す る 苦 手 意 識 が な く な り ま す。 無 駄 な 内 容 こ そ 意 味 が あ る ん で は は い で

し ょ う か。 ／ 好 き な こ と が あ る っ て 強 み だ と 思 い ま す。 好 き な こ と な ら 研 究 も 苦

で は な い は ず で す か ら。 み ん な が 同 じ こ と を 研 究 し て い た ら 世 の 中 は 発 展 し ま せ

ん。 ヘ ン な 論 文 た ち は 世 の 中 の 裾 野 を 広 げ て く れ て い る … か も し れ ま せ ん。 ／

研 究 者 た ち は ふ ざ け て い る わ け で は な い。 大 ま じ め な の が、 か え っ て ツ ッ コ ミ な

がら読めます。 小論文の構成の参考 (? ) にもなるかも…。 ／世の中のあらゆる

論文雑誌の中から、 著者選りすぐりのヘンな論文を紹介。 「浮気男」 の頭の中、

女 子 校→共 学 に 変 わ っ た と き の 女 子 生 徒 の 変 化、 湯 た ん ぽ ・ ・ ・ 。 好 奇 心 さ

えあれば何だって学問なのです。 「でーれー BOOKS」 にもユーモアを !

こ こ に き て、 あ の 偉 業 を 成 し 遂 げ た 錦 織 圭 選 手！ ！

本 当 に 素 晴 ら し い こ と だ と 思 い ま し た。 世 界 に 立

ち 向 か う 姿 勢 を、 こ の 本 か ら 何 か を 感 じ 取 っ て 欲

しいと思います。 ／試合中にこんなことを考えてい

るのかと、 アスリート魂に驚く。 ／スポーツをしてい

る人はもちろん、 そうでない人にも響く本じゃない

で し ょ う か。 世 界 で 活 躍 す る 人 は、 練 習 量 だ け

ではなく、 精神面も違うのだとわか

り ま す。 ／ 錦 織 選 手 の ブ ロ グ を 再

編 し た も の が 中 心 で、 度 重 な る

ケ ガ や プ レ ッ シ ャ ー な ど を ど

のように乗り越え、どうテニス

に 向 き 合 っ て き た か が リ ア ル

に 感 じ ら れ ま す。 テ ニ ス 好 き

で な く て も、 一 流 選 手 の 考 え

方に心が動かされる一冊。

頂点への道
錦織 圭 , 秋山 英宏
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